
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇タイトル 『やればできるシリーズ ～やればできるハート（信仰）をもつPart2～』 

◇聖書箇所 マルコ９章１４節～２９節 

◇ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ 西村希望師 

◇中心聖句 マルコ９章２３節 

イエスは言われた。「できるなら、と言うのですか。信じる者には、 

どんなことでもできるのです。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇私の Love is action. 

 

 

 

 

 

 

◇ファミリーの Love is action. 

 

Message memo 
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Last week s Message ～先週のメッセージ～ 
 

, 

 

 

 

 
 
  

マルコの福音書 9 章 23 節 
 

イエスは言われた。「できるなら、と言うのですか。 

信じる者には、どんなことでもできるのです。」 

 
 
 

 

・それぞれ与えられている役割を果たし、賜物を活かす。 

・【思い→言葉→行動→習慣→人生】となる。やればできるという信仰を 

持てば人生が良くなる 

・“できない”のゴールはなにもない。“できる”のゴールは祝福の実。 

どちらの信仰を持つかは自分で選ぶ

    柔らかい心、受け入れる心を持っている人は成長できる。 

できる信仰を求める事が大切。 
 

普段何に耳を傾けているのかを気にする。 

自分が発している言葉が自分が一番聞いている言葉。周りの人にポジ

ティブな言葉をかけていく。 
 

罪があるということは神様から離れているということ。 

神様はやればできるの根源。神様はポジティブな事しかない。神様から 

離れれば離れるほどネガティブになる。 

クリスチャンになる特権は罪から解放される事 
 

できるという信仰を求めていく。特に普段自分が発する言葉、心の中で 

考える事に気を付けてポジティブを心掛けていく。そのためにも神様 

から離れないよう日々の祈りディボーションを大切にする 
 
                            （林栄光） 


